
認知症の相談はかかりつけ医へ
▶地域認知症事例検討会開催

　９月１４日、市役所で、地域認知症事例検討会
が開催されました。
　この検討会は、医療と介護の連携を目的とし、
１０医療機関から医師が、２１介護機関から介護
支援専門員が参加しました。
　事例検討では、実際に地域で起きた認知症の事
例を通じて、医師や介護支援専門員の立場から意
見や連携体制の在り方について意見が交わされま
した。また、医師からは、家族がいない認知症の
方への対応について苦慮しているとの発言もあり、
その場合は市役所が介入して支援ができないかな
ど、活発に意見が交わされました。
　阿蘇市では、かかりつけ医への認知症相談や診
察を推進しております。認知症のことでお困りの
ときはぜひかかりつけ医へご相談ください。

男女共同参画を訴えるユニーク作品多数！
▶平成２３年度阿蘇市男女共同参画川柳

　阿蘇市男女共同参画審議会主催による男女共同参画川柳の
表彰式が１０月１３日、市役所で行われました。
　家族や夫婦間の心情を詠ったものや、職場環境における
男女共同参画のあり方などを詠ったものなど、一般・大学
生の部と小・中・高校生の部の２部門に併せて３４８点の
応募がありました。

　審査の結果、最優秀賞
には「一般・大学生の部」
に田上和彦さん（乙姫）、
「小・中・高校生の部」に
坂田望さん（阿蘇西小６年）
がそれぞれ選ばれました。
　入賞作品は、１２月に
開催される人権フェス
ティバルなどのイベント
時に掲示し、男女共同参
画の啓発を図ります。ぜ
ひご覧ください。▲最優秀賞を受賞した坂田さん。

阿蘇市波野診療所、阿蘇やまなみ病院、
一の宮整形外科、大阿蘇病院、小野主生医院、
栗林内科医院、古閑医院、坂梨ハートクリニック、
問端内科、脇胃腸科
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　先月、全日本吹奏楽コンクールに出場し健闘した、阿蘇北中出身で現在、玉名女
子高校２年の中島智香さんが、マーチングでも好成績を収め、１１月１９、２０日
開催される第２４回全日本マーチングコンテストにも九州代表として出場します。
今回もユーフォニアム（金管楽器）を担当します。

マーチング全国大会出場！中島智香さん
▶第２４回全日本マーチングコンテスト
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九州のご当地グルメを求めて３２，０００人が来場！
▶第３回九州ご当地グルメフェアin阿蘇

　九州のご当地グルメ２２品目が勢
揃いし、１０月１５・１６日の２日
間にかけて阿蘇体育館前で開催され
た第３回九州ご当地グルメフェア in
阿蘇は、両日併せて３２，０００人
もの来場者が訪れ、阿蘇市では過去
最大級のイベントとなり大変賑わい
ました。

　この催しは、九州の豊かな食材や地域に根付く食文化を活かし
たご当地グルメを通じて、九州から日本を元気にすることを目的
とした地域活性化事業として、阿蘇郡市、㈶阿蘇地域振興デザイ
ンセンターなどが組織する実行委員会が主催し、アサヒビール㈱、
㈱ＪＴＢ九州が協賛し行われたものです。
　会場ではお目当てのグルメを求めて各ブースの前には長蛇の列
ができ、中には１時間半以上待ちになるほど人気グルメも。
　また、会場付近の内牧商店街では「まるごと阿蘇 in 内牧温泉街」
と題した催しもあり、歩行者天国になった道路では、地元料理を手
に買い物をしながら散策を楽しむ観光客の姿も多くみられました。

郷土料理の習得に取り組んでいます！
▶阿蘇中央高校で郷土料理講習会

　阿蘇中央高校（阿蘇清峰校舎）の２年生の生徒が家
庭科学習の一環で９月に３回に分かれ、郷土料理実習
に取り組みました。
　講師は阿蘇市生活研究グループの会（井手キミ子会
長）の会員１８名で、だご汁やきんぴらごぼうなどを
作りました。生活研究グループによる指導は毎年行わ
れており、多くの生徒たちが郷土料理を身に付けてい
ます。今回、実習をした生徒達も「ぜひ、家でも挑戦
したい」と大変意欲的に取り組んでいました。

７２２人が参加し、宮地地区をゴミ拾い
▶第５回「水土里」・クリーン作戦

　市民、各種団体、事業者等６０団体で構成する阿蘇「水
土里」自然環境推進協議会による第６回「水土里」・ク
リーン作戦が、１０月２２日、一の宮町周辺で繰り広
げられました。 
　当協議会は、名実ともに美しい阿蘇の実現のため、
大きなネットワークで気持ちを一 つに、環境美化活動
に取り組もうというもので、今回で６回目となりまし
た。当日は、小雨まじりにも関わらず７２２人が参加し、
約２７０ｋｇのゴミや空き缶を拾いました。 
　開会式の講義では、阿蘇保健所衛生環境課の緒方氏
が、「阿蘇管内におけるゴミの不法投棄について」と題
して現状と課題の説明。 大勢の方のご協力により美しい
まちへとつながりました。
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